
３　持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）の推進

　持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ：Sustainable Development Goals）とは、平成２７(2015)年に国連
サミットで採択された「持続可能な開発のための2030アジェンダ」に記載された、令和１２(2030)年ま
での国際目標です。持続可能な世界を実現するための１７のゴール（目標）と１６９のターゲット（取組）
から構成されており、これらの目標の達成に向けて、国や企業、自治体などの全ての主体が取り組むこ
ととされています。
　札幌市は、平成３０(2018)年、ＳＤＧｓの達成に向けた優れた取組を提案する「ＳＤＧｓ未来都市」に国
から選定されました。各種計画の策定や取組の実施に当たっては、ＳＤＧｓの視点や趣旨を反映させるこ
ととしています。
　水道局では、これまでも第１次札幌水道ビジョンにおいて、安全な水の供給や水源の保全など、ＳＤＧｓ
の達成につながる取組を進めてきました。本ビジョンにおいても引き続き、ＳＤＧｓの理念や視点を踏ま
え、事業を運営していく必要があります。

４　国土交通省・環境省への水道行政移管

　令和６(2024)年４月から、国は水道整備・管理行政を厚生労働省から国土交通省及び環境省に移管し
ました。水道業務全般を下水道など他の社会資本も所管する国土交通省に、水質や衛生に関する一部
の業務を環境省に移管することで、それぞれの専門的な能力・知見を生かし、水道行政の機能強化を
図ることとしています。特に、国土交通省への移管によって上下水道が一体となり、効率的な整備が可
能になると期待されています。
　札幌市においても、こうした国の動向を踏まえ、広報・イベントの共同実施や上下水道一体での管路
の耐震化の検討など、これまで以上に下水道河川局と連携し、効率的・効果的な事業運営を目指してい
きます。

【図表25】ＳＤＧｓの１７のゴール（目標）
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基本方向１　水源の保全と水質管理の充実
・ 関係機関との連携による水源かん養林の適切な保全や、市民との連携による水源保全の取組によ
り、水資源の貯留や洪水の緩和などの機能が維持され、豊富で良質な水源が保たれています。

・ 徹底した水質監視・管理が継続されているとともに、水質への様々なリスクに適切に対応する体制
が構築され、常に水道水の安全性が確保されています。

・ 水質管理に関する最新の技術・知見の蓄積により、良質な水道水が供給されています。

基本方向２　効率的な水道施設の整備・更新と管理
・ 水需要の変化を考慮した施設整備が行われており、最適な規模の水道システムとなっています。
・ 全ての水道施設が適切に維持・保全されることにより、延命化が図られた上で効率的に更新され、
水道水の安定した供給が継続されています。

・ 突発的な事故や環境の変化に起因する水量、水圧、水質などの状況の変化に対応できる運転・維
持管理体制が構築されています。

基本方向３　危機管理対策の強化
・ 激甚化・頻発化する様々な災害への対策が進み、強靭な水道施設が整備されています。
・ 市民や関係団体、民間企業、他の水道事業体など、様々なパートナーとの連携が強化され、大規
模災害時の早期復旧や応急給水のための協力体制が整い、地域の災害対応力が向上しています。

基本方向４　利用者サービスの充実
・ 水道局と利用者との協力により、給水装置の適切かつ効率的な管理がなされ、蛇口まで安全な水
が確実に届けられています。

・ 各種手続きの利便性が向上され、様々な情報の収集・提供が可能となっており、質の高いサービ
スを提供しています。

・ 個々の利用者に適した広報を戦略的に展開し、また、利用者ニーズを的確に把握して事業運営に
反映する広聴を実施することで、水道事業に対する理解と信頼が高まっています。

　持続可能な事業運営を行っていくためには、長期的な視点を持ち、将来を見据えた計画を立てる必
要があります。そのため、本ビジョンの策定に当たっては、まず、計画期間よりも少し先の将来の札幌水
道の姿を思い描いてから、この１０年間に取り組むべき事柄を検討しました。この章では、今回思い描い
た将来の札幌水道の姿を示します。

将来の札幌水道の姿第７章



基本方向１　水源の保全と水質管理の充実
取組①　豊平川水道水源水質保全事業 取組②　水質監視・管理

基本方向５　経営の健全化・効率化
取組①　企業債残高の適正管理と資産の有効活用 取組②　新技術の導入及び調査研究

　この章では、第５章で整理した現状と課題や、第６章で整理した今後の事業環境を踏まえながら、第
７章に掲げた将来の姿を目指すため、この10年間に実施する事業の実施計画を示します。

事業の実施計画第８章

基本方向２　効率的な水道施設の整備・更新と管理
取組①　白川浄水場改修事業
取組②　白川第１送水管更新事業
取組③　配水管の整備

取組④　配水管の維持管理
取組⑤　設備更新

基本方向３　危機管理対策の強化
取組①　定山渓浄水場耐震化等整備事業
取組②　配水施設耐震化等整備事業

取組③　市民等との連携による防災力の向上

基本方向６　人材育成と事業運営体制の強化
取組①　人材の育成と技術継承
取組②　道内水道事業体との連携

取組③　学術研究機関との共同研究

基本方向７　環境負荷低減の推進
取組①　徹底した省エネルギー対策
取組②　再生可能エネルギーの導入拡大

取組③　移動の脱炭素化
取組④　資源循環に向けた取組

基本方向４　利用者サービスの充実
取組①　小規模貯水槽水道の衛生管理の支援
取組②　薬品を使用している施設等への給水装置立入調査
取組③　給水装置工事設計審査・検査の利便性向上
取組④　スマートメーターの調査研究

取組⑤　各種手続きのＤＸ推進
取組⑥　広報・広聴活動
取組⑦　水道記念館を活用した水道学習の推進
取組⑧　安全で良質な水道水のＰＲ
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基本方向５　経営の健全化・効率化
・ 過度に企業債借入に依存することなく、適正な料金水準のもとで健全経営ができています。
・ 水道施設の整備・管理の高度化や最適化、利用者の視点に立ったサービス提供のためのデジタル
技術や新技術が積極的に導入され、効率的な事業運営が行われています。

基本方向６　人材育成と事業運営体制の強化
・ 長い年月をかけて培ってきた札幌水道の技術や知識が集積・共有され、幅広い知見とスキルを持
つ職員が適切に確保されています。

・ さっぽろ水道サービス協会との連携が強化され、同協会が水道局のパートナーとして安全・安定給
水の確保において重要な役割を果たしています。

・ 道内水道事業体との連携が強化され、相互に協力できる関係が構築されています。

基本方向７　環境負荷低減の推進
・ 徹底した省エネルギー対策と再生可能エネルギーの最大限の導入が図られ、脱炭素社会の実現に
貢献しています。

・ 資源の有効活用や省資源化を推進し、持続可能な循環型社会の形成に寄与しています。


